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可溶化汚泥からのフミン酸・フルボ酸の抽出率は、それぞれ 9.1、 3.5%で、 一方、可溶化しない余剰汚泥(コ
ントロール)からの抽出率は、 3.7，0.8%であった。可溶化汚泥から抽出されたフミン酸・フルボ酸は脂肪
族性が強く腐植化度の低い腐植物実であったが、金属錯体能・生理活性を示すカルボキシル基やフェノール
性水酸基等の官能基を含有していた。可溶化汚泥抽出フミン駿は pH緩衝能を有し、アルカリ化塩類集積土
壌の pHを低下させた。その効果は、天然物腐植物質である草炭と比較して、E!IJ効性を示した。また、土壌
中の交換性揚イオンに影響を与え、土壌中の NH+、r、Ca2+等の植物必須元素の含有量が上昇し、これら
のことから、アルカ 1)化塩類集積土壌改良効果が示唆された。
可溶化汚泥抽出フルボ酸は、細胞内 Ca2+の流入を抑制することによって税額粒のマーカーである
βhexosaminidaseやヒスタミン遊離を有意に抑制した。また、アレルギ一分析用 DNAチップを用いたマイ
クロアレイ解析によりアレルギ一関連遺伝子の発現量の変化を検証した結果、五日容化汚泥フルボ酸が、サイ
トカインや IgE受容を構成する遺伝子の発現を抑制することが明らかとなり、これら遺伝子の mRNA発現
はリアルタイム -PCR実験によっても実証された。本研究を通して、腐植物質抽出原料としての可溶化汚泥
の有効性が示された。
審査の結果の要旨
本申請論文は、腐植物質抽出原料としての可溶化汚泥の有効性およびその機能性の解析を行ったものであ
る。可溶化汚泥からの腐食物質の抽出については、そのプロセス効率、コストの面から様々な議論がなされ
たが、本研究の成果は可溶化汚泥から精製したフルボ酸のアルカリ化塩類集積土壌改良としての利用及びア
レルギー抑制物質としての利用の可能性に繋がる研究として期待された。さらに、厚生労働省により食品認
可されているフルボ酸の原料供給に関する研究としてもユニークな研究であると位置付けられた。
さらに、本研究は生物学的廃水処理から発生する産業廃棄物を有効に利用することから廃棄物の資源化お
よび循環的利用にも多大な貢献を与えるものと評舗できる。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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